
発 行 所

北 國 新 聞 社
〒9208588

金沢市南町２番１号
番号案内0762632111

富山本社 番号案内0764918111
〒9308520富山市大手町５番１号

©北國新聞社 ２０１２年

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

ジ
ャ
ズ
が
彩
る
３
連
休
７

２６

日
夕
刊

休
み
ま
す

日（
月
）は
祝
日
（
敬

老
の
日
）
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
夕
刊
を
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
北
國
新
聞
社
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豊
か
な
里
山
里
海
を
疾

走

風
景

食

人
情
…
能

登
の
魅
力
感
じ
な
が
ら
。

×

反
日
デ
モ
ど
こ
ま
で
。

在
留
邦
人
の
安
全
確
保
、

尖
閣
の
監
視
を
万
全
に
。

３
連
休
、
ま
ち
な
か
に

響
く
ジ
ャ
ズ
の
音
色
。
金

沢
「
音
楽
都
市
」
の
顔
。

×

「
原
発
ゼ
ロ
」
へ
確
か

な
道
筋
見
え
ず
。
責
任
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
。
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金
曜
礼
拝
日
７
人
死
亡

福
島
に
韓
国
ツ
ア
ー
客

強い日差しを浴びながらスタートを切る出場者

‖ 日午前８時 分 内灘町の石川県立自転車競技場

「
第

回
ツ
ー
ル
・
ド
・
の

と
４
０
０
〜
能
登
半
島
一
周
サ
バ
イ
バ
ル

・
サ
イ
ク
ル
２
０
１
２
〜
」
（
同
実
行
委
、
北

國
新
聞
社
主
催
、
石
川
県
自
転
車
競
技
連
盟
共
催
）

は

日
、
内
灘
町
の
県
立
自
転
車
競
技
場
を
発
着
点

に
、
３
日
間
の
日
程
で
開
幕
し
た
。
真
夏
を
思
わ
せ

る
暑
さ
の
中
、
８
２
９
人
が
初
日
の
ゴ
ー
ル
と

な
る
輪
島
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
を
目
指
し
て

銀
輪
を
連
ね
た
。
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全
国
か
ら
参
加
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
愛
好
者
が
会
場
に
集
結
し
、
午
前

８
時
半
に
八
十
出
泰
成
内
灘
町
長
の

号
砲
で
、
次
々
と
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
沿
道
か
ら
の
声
援
や
日
本
海
の

潮
風
を
受
け
た
出
場
者
は
、
１
２
４

・
２
㌔
先
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
海
岸

沿
い
を
疾
走
し
た
。

大
会
に
は
７
〜

歳
ま
で

都
道

府
県
の
１
２
６
３
人
が
参
加
。
初
日

は
、
３
日
間
に
わ
た
り
全
行
程
を
走

る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
に
４
７
８

人
、
１
日
コ
ー
ス
に
３
５
１
人
が
出

場
し
た
。

開
会
式
で
は
、
山
本
正
美
北
國
新

聞
社
事
業
局
長
、
八
十
出
町
長
が

あ
い
さ
つ
、
緩
詰
潔
県
自
転
車
競

技
連
盟
会
長
が
出
場
者
を
激
励
し

た
。

日
は
輪
島
市
か
ら
珠
洲
市
な
ど

を
回
っ
て
能
登
島
ま
で
を
目
指
す
コ

ー
ス
、

日
は
能
登
島
か
ら
氷
見
市

な
ど
を
経
由
し
て
内
灘
町
に
戻
る
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
る
。

人

内
灘
か
ら
輪
島
へ
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首
相
の
対
立
候
補

市
場
や
農
家
視
察

民

主

民
主
党
代
表
選
で
、
野

田
佳
彦
首
相
の
対
立
３
候

補
は

日
、
市
場
や
農
家

な
ど
を
視
察
し
支
持
を

求
め
た
。

日
の
投
開
票

日
ま
で
１
週
間
を
切
り
、

選
挙
戦
は
終
盤
に
入
っ

た
。鹿

野
道
彦
前
農
相

は
東
京
・
築
地
市
場
を
訪

れ
、
乾
物
店
な
ど
で
「
三

陸
産
の
海
産
物
が
消
費
者

に
も
っ
と
届
く
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

赤
松
広
隆
氏

は
北

海
道
旭
川
市
の
農
家
を
訪

れ
、
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
原
口
一
博
元
総
務
相

は
国
会
近
く
の
ホ
テ

ル
に
置
い
た
選
対
本
部
か

ら
、
電
話
な
ど
で
支
援
者

に
協
力
を
求
め
た
。

安
保

経
済
政
策
で
論
戦

自
民
５
候
補
が
公
開
討
論
会

自
民
党
総
裁
選
に
立
候

補
し
た
安
倍
晋
三
元
首
相

、
石
破
茂
前
政
調
会

長

、
町
村
信
孝
元
外

相

、
石
原
伸
晃
幹
事

長

、
林
芳
正
政
調
会

長
代
理

に
よ
る
公
開

討
論
会
が

日
午
後
、
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
で
開

か
れ
た
。

早
期
に
衆
院
解
散
に
追

い
込
む
戦
略
や
外
交
・
安

全
保
障
政
策
、経
済
政
策
、

衆
院
選
後
の
政
権
の
枠
組

み
な
ど
を
め
ぐ
り
意
見
を

交
わ
す
。
政
策
で
は
各
候

補
と
も
次
期
衆
院
選
を
に

ら
み
民
主
党
と
の
違
い
を

強
調
し
そ
う
だ
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
５
候

補
は
読
売
テ
レ
ビ
番
組
に

そ
ろ
っ
て
出
演
。
消
費
税

増
税
法
に
基
づ
く
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
関
し
、
町

村
、
石
原
、
林
の
３
候
補

は
経
済
情
勢
の
急
変
が
な

い
限
り
２
０
１
４
年
に
８

％
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ

と
主
張
。
安
倍
氏
は
「
デ

フ
レ
状
況
が
続
い
て
い
れ

ば
（
税
率
を
）
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」と
述
べ
、

景
気
回
復
が
前
提
と
の
認

識
を
示
し
た
。
石
破
氏
は

「
増
税
の
是
非
だ
け
で
な

く
、
ど
う
す
れ
ば
税
収
が

上
が
る
の
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

討
論
会
後
は
東
京
・
有

楽
町
で
街
頭
演
説
会
を
開

く
。

日
ま
で
に
全
国

カ
所
で
遊
説
す
る
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

邦
人
保
護
の

強
化
要
請
へ

外
相
ら
対
応
協
議

玄
葉
光
一
郎
外
相
は

日
午
前
、
尖
閣
諸
島
の
国

有
化
に
反
発
す
る
中
国
側

の
動
き
に
関
し
、
外
務
省

に
幹
部
を
集
め
対
応
を
協

議
し
た
。
邦
人
安
全
確
保

の
強
化
を
中
国
側
に
あ
ら

た
め
て
求
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

尖閣国有
化に反発 大使館前 警察と衝突

【
概
況
】
あ
す

日
は
、

北
陸
地
方
は
高
気
圧
に
覆
わ

れ
る
。
石
川
県
内
は
、
お
お

む
ね
晴
れ
る
。
最
高
気
温
は

平
年
を
上
回
り
、
残
暑
が
続

く
。
暑
さ
対
策
を
万
全
に
。

加
賀

東
の
風
日
中
北
の
風

晴
昼
過
ぎ
か
ら
時
々
曇

能
登

南
の
風
日
中
北
の
風

晴
昼
過
ぎ
か
ら
時
々
曇

富
山
西
部

南
の
風
の
ち
北

の
風
、
晴
夕
方
か
ら
曇

富
山
東
部

同

福
井

南
の
風
海
上
で
は
の

ち
南
東
の
風
や
や
強
く

晴
夕
方
か
ら
曇

金沢 晴
輪島 曇
富山 晴
札幌 曇
東京 晴
名古屋 晴
大阪 曇
福岡 俄雨
那覇 雨

北
京
の
日
本
大
使
館
前
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
尖
閣

諸
島
国
有
化
に
抗
議
す
る
反
日
デ
モ
の
参
加
者

日
午
前
（
共
同
）

【
北
京
、
長
沙
、
西
安

共
同
】
日
本
政
府
に
よ
る

沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
（
中

国
名
・
釣
魚
島
）
国
有
化

に
抗
議
す
る
反
日
デ
モ
が

日
午
前
、北
京
や
上
海
、

江
蘇
省
蘇
州
、
陝
西
省
西

安
、
湖
南
省
長
沙
、
広
東

省
東
莞
な
ど
中
国
の
少
な

く
と
も
８
都
市
で
一
斉
に

行
わ
れ
た
。
各
地
の
規
模

は
数
千
人
。
北
京
の
日
本

大
使
館
前
で
は
デ
モ
隊
が

暴
徒
化
し
、
バ
リ
ケ
ー
ド

を
一
部
破
壊
、
武
装
警
察

隊
員
と
衝
突
し
た
。

【
７
面
に
関
連
記
事
】

日
の
国
有
化
後
初
の

週
末
で
、
中
国
当
局
が
抗

議
活
動
を
一
部
容
認
す
る

姿
勢
を
示
し
た
こ
と
も
あ

り
、
大
使
館
前
に
は
千
人

各
地
に
数
千
人

以
上
が
殺
到
し
た
。

長
沙
の
デ
モ
に
は
２
千

〜
３
千
人
が
参
加
、
日
本

車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を

割
る
な
ど
一
部
が
暴
徒

化
。日
の
丸
を
焼
い
た
り
、

破
い
た
り
し
て
気
勢
を
上

げ
た
。
蘇
州
の
反
日
デ
モ

に
は
約
２
千
人
が
参
加
し

た
。
西
安
で
も
複
数
の
グ

ル
ー
プ
が
デ
モ
行
進
し

た
。北

京
の
大
使
館
前
の
デ

モ
は
国
有
化
以
降
５
日
連

続
。
参
加
者
は
「
釣
魚
島

を
守
れ
」
「
日
本
に
経
済

制
裁
し
ろ
」
な
ど
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
叫
び
、
大
使
館

に
向
け
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
卵
な
ど
を
投
げ
た
。
暴

徒
化
す
る
事
態
を
避
け
る

た
め
、
公
安
車
両
が
周
辺

に
１
０
０
台
以
上
配
置
さ

れ
た
。

経
産
相

政
府
目
標
の
矛
盾
拡
大

枝
野
幸
男
経
済
産
業
相

は

日
午
前
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
施
設
な
ど
が
立
地

す
る
青
森
県
の
三
村
申
吾

知
事
ら
と
青
森
市
内
で
会

談
し
、
電
源
開
発
（
Ｊ
パ

ワ
ー
）
大
間
原
発
（
同
県

大
間
町
）
な
ど
建
設
中
の

原
発
に
つ
い
て
「
経
産
省

が
設
置
許
可
を
出
し
た
原

発
は
、
変
更
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
」
と
述
べ
、

建
設
を
進
め
る
こ
と
を
容

認
し
た
。
枝
野
経
産
相
が

建
設
中
の
原
発
容
認
の
考

え
を
明
言
し
た
の
は
初
め

て
。大

間
原
発
の
工
事
進

捗
率
は
約

％
。
許
可

が
出
て
い
る
の
は
、
ほ
か

に
完
成
が
近
い
中
国
電
力

島
根
原
発
３
号
機
（
松
江

市
）
や
、
工
事
が
ほ
と
ん

ど
進
ん
で
い
な
い
東
京
電

力
東
通
原
発
１
号
機
（
青

森
県
）
が
あ
る
。
経
産
相

の
発
言
は
こ
れ
ら
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。経

産
相
は
「
稼
働
に
当

た
っ
て
は

原
子
力

規
制

委
員
会
の
判
断
が
必
要
」

と
述
べ
、
実
際
に
稼
働
す

る
際
の
安
全
性
な
ど
の
判

断
は
規
制
委
員
会
が
担
う

と
の
考
え
を
強
調
し
た
。

大
間
原
発
の
工
事
は
福

島
第
１
原
発
事
故
を
受
け

て
中
断
、
電
源
開
発
（
Ｊ

パ
ワ
ー
）
が
目
指
し
て
い

た
２
０
１
４
年
の
完
成
は

困
難
だ
が
、
工
事
を
進
め

て
稼
働
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、

年
代
半
ば
以
降

ま
で
運
転
が
可
能
。
政
府

の
「

年
代
の
原
発
ゼ
ロ
」

目
標
と
の
矛
盾
は
さ
ら
に

広
が
り
そ
う
だ
。

経
産
相
は
会
談
終
了

後
、
原
発
の
新
増
設
の
基

準
に
つ
い
て
記
者
団
に
対

し
「
設
置
許
可
を
す
で
に

出
し
て
い
る
こ
と
は
大
変

重
た
い
事
実
だ
」
と
強
調
。

設
置
許
可
の
有
無
が
重
要

と
の
認
識
を
示
し
た
。

会
談
で
枝
野
経
産
相
は

プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
に
つ

い
て
「
国
が
責
任
を
持
っ

て
続
け
る
」
と
事
業
の
継

続
を
明
言
し
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

　第３種郵便物認可明治41年１月14日 【日刊】　第３種郵便物認可明治41年１月14日 【日刊】


